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＜圏域内の市町村による取組事例＞

在宅高齢者の実態把握事業 佐呂間町

＜取組の背景＞
地域包括支援センターの業務として総合相談業務がありますが、高齢者の中には普段生活しているうえ

で、「困っている事」「悩んでいる事」があったとしても「どこへ相談すればよいのかわからない」という方がいます。
佐呂間町では、「佐呂間町避難行動要援護者個別避難計画書」への登録制度があり、高齢者等の方

々には、この制度に登録していただくと、災害時の避難場所への支援や民生児童委員の協力を得て「ふれあ
い郵便」を配布など、その時に併せて安否確認を行っております。
登録されている高齢者は、月に１回は「ふれあい郵便」を通し民生児童委員との関わりを持つことができま

すが、この制度への登録が十分に行われていない状況にあるため対象者の掘り起こしを行う。

＜取組の内容＞
対象者は、制度に登録をしていなく、普段から行政側（地域包括支援センター、ケアマネージャー、民生

児童委員など）による、定期的な訪問などの関わりのないと思われる高齢者世帯（特に８５歳以上）に
対し、地域包括支援センター職員が訪問し、制度への登録を促し、悩みごとの相談等の対応を行っている。

＜工夫している点＞
対象者の把握は、佐呂間町が行っている「高齢者ハイヤー乗車料金助成制度」の対象者名簿を活用し

ている。（制度の対象者が８５歳以上のため）

＜実感している効果＞
地域包括支援センター職員が訪問し相談を受けた結果、介護保険制度や生活保護への受給、成年後

見制度へ繋がったケースがあった。

執筆協力：佐呂間町地域包括支援センター
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

滝上町高齢者配食サービス見守り事業 滝上町

＜取組の背景＞
本町の人口は令和5年6月末時点で2,315人、内65歳以上が1,034人（高齢化率44.67％）要介

護認定者数も277人（26.79％）と他の市町村と比較して高い数値となっている。
地域包括ケアシステムの構築を進めるうえで、システムを支える人材不足、地域における見守り体制の構

築、十分な医療体制が確保されていないことが課題として挙げられる。
そのため、高齢者世帯への安否確認や低栄養状態の予防を目的とした上記事業を平成30年9月より

開始した。

＜取組の内容＞
委託業者が利用者世帯を訪問し、食事をお届けする際に直接、安否確認を行っている。利用者の安否

が確認できない場合があれば、緊急連絡先（家族等へ）町担当者より連絡することとなっている。
また、費用については現在、利用者負担300円、町負担が600円となっている。

＜工夫している点＞
毎月配達日を記載したカレンダーを配布している。高齢者が見やすいようカラーかつA3で大きめに印刷し、

利用者が配達日を忘れることがないよう工夫している。
利用者が急病などで入院した場合、利用者から休止の連絡がない場合もあるが、配食担当者、委託業

者、担当ケアマネ等で情報を共有できる体制を構築している。

＜実感している効果＞
高齢者世帯の見守り体制の構築、低栄養状態の予防だけでなく、定期的な訪問、緊急時にすぐにご家

族へ連絡を取れる体制となっているため、遠方にいるご家族への安心感に繋がっている。

執筆協力：滝上町
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

高齢者等福祉バス【農村部市街地送迎】 上士幌町

＜取組の背景＞
上士幌町は人口約4,800人で高齢者が広く分散して生活しており、農村部に居住する高齢者が市街

地に通院や買い物をされる場合、民間バス路線も無いことから交通の便が悪い。

＜取組の内容＞
令和３年度まで定時定路線運行としていたが、実証実験を重ね、令和４年度からデマンド運行に移行

し、運用している。
65歳以上の方、障がいをお持ちの方等で利用希望の方にタブレット端末１台を配布し、タブレット端末か

ら乗車希望日時・目的地を選択することで乗合バスが家の近くに停車し、目的地まで送迎しいる。

＜工夫している点＞
原則は利用者がタブレット端末を入力し、利用することとなっているが、操作が苦手な方もいることから、タ

ブレット端末を操作できない方については役場へ電話をすることで職員が代理でタブレット操作をし、予約を
するなどしている。

＜実感している効果＞
定時定路線運行では利用者がいなくても時刻表のとおり停留所間にバスを走行させる必要があるが、デ

マンド運行となり、利用がある時のみ走行させることで効果的に利便性を向上させることができている。自宅
前から、利用希望時間の30分前までの予約で乗車できることから高齢者の外出促進につながっている。
※令和4年度において運行日数 208日のうち、利用日数は167日であった。

執筆協力：上士幌町
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

多職種連携情報共有システム（バイタルリンク） 上士幌町

＜取組の背景＞
町内の医療・介護体制としては、2カ所の医療機関と介護サービス事業を運営する社会福祉法人及び

社会医療法人による施設サービスと在宅サービスが提供されている。
地域包括支援センターは直営1ヵ所で、地域ケア会議等を通じて関係機関との連携を持ち地域ケアシス

テム構築に向けて取り組んでいるが、ケアマネジャーからの連絡や担当者間での情報共有については、電話
連絡や紙ベースでの伝達手段により、連絡調整に時間を要していた。

＜取組の内容＞
医療と介護を必要とする要介護（支援）者の在宅生活を支える多職種間の連携ツールにＩＣＴ化を

導入し、リアルタイムで正確な情報共有に向けて多職種連携情報共有システム（バイタルリンク）の運用を
開始した。

＜工夫している点＞
ＩＣＴ活用を推進するため、町が購入したタブレット端末を医療・介護の関係事業所に貸与し、事業の

普及を図った。
ＩＣＴ活用の評価や課題、事例検討を医療・介護の関係者研修（ワークショップ）として開催し、情報

連携の取扱いや重要性について確認している。

＜実感している効果＞
関係者がＩＣＴ運用に慣れていくことについては継続した課題であるが、介護職からの報告と医療職から

の指示など、画像等の貼付けも可能であり、その経過を他の関係者も確認することができるなど、情報共有
が図りやすい。
また、個別に連絡が必要であった関係者への連絡調整の労力が省かれるなどの業務改善の効果がある。

執筆協力：上士幌町
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

お元気コール 音更町

＜取組の背景＞
一人暮らしの高齢者増加にともない、孤独感や疎外感の緩和と安否確認のために、約３０年前に開始された

事業。
町内在住の７０歳以上の一人暮らしで、介護サービスを利用していない高齢者を対象に、月に一度電話をか

けて話し相手となり、相談や安否確認を行っている。数回電話がつながらない場合は緊急連絡先に連絡を取り、
場合によっては自宅を訪問し、安否確認を行っている。

＜取組の内容＞
町内在住の７０歳以上の一人暮らしで、介護サービスを利用していない高齢者を対象に、月に一度電話をか

けて話し相手となり、相談や安否確認を行っている。数回電話がつながらない場合は緊急連絡先に連絡を取り、
場合によっては自宅を訪問し、安否確認を行っている。

＜工夫している点＞
現在の利用者数は６５名で、そのうち１３名を帯広大谷短期大学社会福祉科介護福祉専攻の２年生

に、ゼミの授業の一環としてお元気コールを担当してもらっている。年に数回、短大の学生と高齢者福祉課の担当
職員とで意見交換の場を設け、学生へのサポートも行いながら、事業に協力を得ている。
さらに、短大の学生による電話を越えたつながりとして、定期でお便りを発行したり、クリスマス時期には手作りの

プレゼントを作成し、自宅に訪問して手渡ししている。高齢者にとっては若い世代との交流の機会となり、福祉を志
す学生にとっては関わり方の学びの場となっている。

＜実感している効果＞
月に一度の電話でのやり取りではあるが、それを楽しみにしたり、心のよりどころにしている方も多く、感謝の声が

寄せられている。また、話し相手になるだけではなく、健康状態や暮らしぶりの把握にも役立っている。
こうした地域の学生を交えた取組みは珍しく、今年１月、NHK「ほっとニュースぐるっと道東！」の介護・医療のコ

ーナーで紹介され、その反響の大きさから、全道、さらに全国放送もされた。
執筆協力：音更町

＜取組の様子＞
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